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株式会社毎日放送 

 

「映像’23 小児性犯罪 ～当事者たちの証言～」 

2023 年度 第 61 回ギャラクシー賞 

テレビ部門上期 奨励賞 受賞 
                                                  

                     

日本の放送文化の質的な向上を願い、優秀な番組・個人・団体を顕彰する 

「ギャラクシー賞」テレビ部門上期において MBSの番組が「奨励賞」を受賞しましたのでご報

告致します。ギャラクシー賞テレビ部門の入賞作は上期と下期で 7 作品ずつ選ばれます。 

上期および下期の選考で、高い評価を受けたものの、入賞には及ばなかったものに対し「奨

励賞」が贈られます。2024 年 5 月下旬に開催を予定している「第 61 回ギャラクシー賞

贈賞式」にて、「奨励賞」賞状の授与が行われます。 

 

【第 61回ギャラクシー賞上期 奨励賞】 

「映像’23 小児性犯罪 ～当事者たちの証言～」 

2023 年 7 月 30 日(日)放送 

プロデューサー:橋本 佐与子(報道情報局番組センター) 

ディレクター   :吉川 元基 (報道情報局番組センター) 



 

 

内容 

 

「トラウマ～小児性犯罪と闘う～」 

子どもへの性被害は心身に深い傷を残し、その後の人生に大きな影響を与える。あま 

りにも残虐で目を背けたくなるが、社会の無理解も被害者を苦しめる。被害と加害、二つの

現実を伝えることで小児性犯罪への対策と予防につながると考え、取材を進めた。 

 大阪府吹田市の柳谷和美さん(５５)は５歳の時、隣の家に住む友達の父親から「お医者 

さんごっこしよう」と服を脱がされ、性被害を受けた。自分が受けた行為の意味を理 

解したのは中学生のとき。「自分の体は汚い」と自暴自棄になり、自傷行為がやめられな 

くなった。 

 転機は２００９年。性暴力被害者の講演会に参加し、大勢の人の前で当事者が話す姿に 

衝撃を受けた。 

「子どものときの性被害がその後の人生に大きく影響することを知ってほしい」 

自身の性被害を講演で語り始めた柳谷さん。今は、心理カウンセラーの資格を取り、性 

被害当事者として心に傷を負った人々に寄り添う活動を続けている。 

一方、子どもへの性暴力を繰り返す者はどのような人物なのか。問題行動の背景には、１３

歳以下の子どもを性の対象とする精神疾患「ペドフィリア」があると言われる。 

 東京都に住む加藤孝氏(６０)は、これまで１０人以上の子どもに対し性加害を行った 

過去を持つ。現在は治療に取り組み、２３年間、加害行為をせずに過ごすことができ 

ている。 

 “加害しない自分”をどのように保ち続けているのか。加藤氏は週に１度精神科に通院 

しながら、回復を目指す自助グループにも参加している。仲間との対話を通じて再犯に 

駆り立てる要素を洗い出し、子どものいる場所に近づかないなど、欲求の刺激になるような 

行動を避けながら生活を続けている。 

加藤氏は「治療によって加害への衝動は抑えられる」と話すが、日本では多くの加害者が治

療に結びつかない問題が浮かび上がった。 

後を絶たない子どもへの性犯罪。再犯率も非常に高いと言われている。１３歳未満の 

子どもへの性犯罪の認知件数は去年１年間で約１０００件。報道されると、「死刑にしろ 

」「刑務所から出すな」と激しい怒りの言葉が飛び交うこともある。しかし、現在の日本で

は加害者の大部分は社会に戻ってきている。 

被害者と加害者の両方に目を向け、子どもへの性暴力をなくすために私たちの社会に何 

が求められているのかを考えたい。 

 

 

お問い合わせ先： 

毎日放送 総合編成局マーケティング・PR部  


